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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

本研究では，高校生 4,308 名を対象に，行動経済学的特性に関する質問を含んだ独自調

査を実施し，ジェンダー差に着目して検証を行った。分析の結果，高校生の方が成人以

上に比べてやや近視眼的な側面があるが，成人以上で明らかになっていた特性が高校生

にも一部当てはまること，高偏差値校の男子校の男子と女子校の女子は高偏差値校の共

学校の男女と比べて「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきであるか」という質問につい

て賛成と反対に有意差があり，ジェンダー・ステレオタイプであること，高校生の行動

経済学的特性は，単純な男女差よりもジェンダー・ステレオタイ プか否かが関係してい

ることが明らかになった。  
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

本研究は，ジェンダー差に着目した日本の高校生の行動経済学的特性に対する調査研究

である。近年，海外を中心に個人のさまざまな選好を含む行動経済学的特性を把握した上

で，政策や企業内統治，教育をデザインし，ジェンダー不平等（男女格差）の解消を目指

す議論が始まっている。しかし，国内では行動経済学的特性におけるジェンダー差 を明ら

かにし，その上でジェンダー平等に向けた政策を検討するというような 議論は乏しい。さ

らに日本では行動経済学的特性の調査として，成人以上の調査は豊富にあるが，高校生以

下を対象とした調査は管見の限り見当たらない。そこで，本研究は対象を日本の高校生と

して，行動経済学的特性を明らかにし，ジェンダー不平等（男女格差）の議 論を深化させ

ることを目的とした。研究目的を達成するため，これまで成人以上を対象に実施されてき

た行動経済学的特性やジェンダー的特性を含む調査票を高校生用に精選し，独自調査「く

らしと好みと男女共同参画についてのアンケート」を設計することで，全国の多様な高校

生 4,308 名から回答を得た。  

 

分析の結果，第一に，高校生の方が成人以上に比べて宿題後回し傾向があり，やや近視

眼的な側面があるが，成人以上で明ら かになっていた行動経済学的特性である男女差によ

る行動経済学的特性の違いは，高校生にも一部当てはまることが分かった。具体的には，

女性よりも男性の方が時間割引率は高い（現在を重視する）こと，女性よりも男性の方が

自信過剰であることである。  

 

第二に，高校生のジェンダー的特性を分析し，ジェンダー的特性と行動経済学的特性が

どのように関係しているのかを検討した。その結果，高偏差値校の男子校の男子と女子校

の女子は高偏差値校の共学校の男女と比べてジェンダー・ステレオタイプであること，高

校生の行動経済学的特性は，単純な男女差よりもジェンダー・ステレオタイプか否かの方

が関係していることが明らかになった。これは，本研究において重要な示唆を持つもので

ある。  

 

まず，男子校の男子と女子校の女子は共学校の男女と比べて「夫は外で働き，妻は家庭

を守るべきであるか」に賛成しており，ジェンダー・ステレオタイプであったことについ

てである。ジェンダー・ステレオタイプは，従来，共学校の男女の方がジェンダー・ステ

レオタイプは再生産されやすいとされてきた。具体的には，男子と女子が同じ環境にいる

ため，構成員の中で「男らしさ」や「女らしさ」を担うことで，「男 は理系，女は文系」な

どの固定観念や偏見を形成してしまい，科目選択や成績，STEM 分野への進路決定に影響

するというのである。実際に男女別学の優位点は Spielhofer ら（ 2004）をはじめ国内外で

多くの実証研究があり，男女ともに学力や進路決定に正の影響をもたらすことが報告され

ている。これは，異性が不在の環境に所属することで，性的役割分業などの固定概念から

離れることができるためではないかと考察されている。中でも女子校の存在は，女性の学

力向上や STEM 分野への進出，主体性を育むものとして注目されてきた。しかし，本研究

で得られたのは，女子校女子の方が共学校の女子に比べてジェンダー・ステレオタイプで

あるという従来の考察とは異なるものであった。日本の女子校の場合，設立時期によって

良妻賢母なのか自主自律を目指すのかなど教育目標が大きく異なるため，教育目標などの

違いが影響しているのではないかという懸念があろう。しかし，本研究で対象にしたのは，

東京都内の高偏差値中高一貫女子校であり，STEM 分野への進路決定率が高く，良妻賢母

か自主自律かで言えば，自主自律を重んじる教育目標を掲げ る傾向が認められたことを付

言しておく。  
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研究成果の概要 つ づき  

つまり，本研究が示したのは，男女別学は科目選択や成績， STEM 分野への進路決定

などに正の影響があるが，男子校，女子校の男女が性的役割分業や固定観念から離れる

わけではないというショッキングな現状である。男女別学の生徒は，たとえ男女ともに

学業面で優れ，女性の場合 STEM 分野への進路率が高かったとしても，ジェンダー・ス

テレオタイプを内包化したまま社会参画する傾向があるということである。このような

男女別学がジェンダー・ステレオタイプを強化するという研究は Halpern et  al .  (2011)

に見られ，男女別学への批判を展開しているが，国内の調査研究はまだ十分と言えず，

今後も蓄積が必須である。  

 

次に，高校生の行動経済学的特性は，男女差よりもジェンダー・ステレオタイプであ

るか否かが関係していたことについてである。人は誰しもステレオタイプを持つもので

あり，ジェンダー・ステレオタイプをはじめとする偏見や差別の研究は主に心理学の分

野で論じられてきた。一方，行動経済学との関わりにおいては管見の限り見当たらず，

Ⅴ節の 1 で述べた男女差に着目するのみであった。しかし，本研究でジェンダー・ステ

レオタイプであるか否かに着目して分析した結果，ジェンダー・ステレオタイプである

人ほど宿題後回し傾向があり，仕返しをすることなどの傾向が明らかになった。これは，

偏見，すなわちバイアスを持ちやすい人は，単純な男女差では測定できないことを意味

している。どのような特性を持つ人が偏見や差別を持ちやすいのかを検討していくこと

は，共生社会の観点から重要であり，本研究はその第一歩と考える。  

 

ここから，以下 2 点の議論を展開した。第一に，男女別学は科目選択や成績，STEM 分

野への進路決定などに正の影響があったとしても，男子校，女子校の男女が性的役割分

業や固定観念から離れるわけではないという点ある。本研究で得られたのは，女子校の

女子の方が共学校の女子に比べてジェンダー・ステレオタイプであるというものであり，

異性が不在の環境に所属することで，性的役割分業などの固定概念から離れることがで

きるのではないかという従来の考察とは異なるものであった。すなわち，男女別学の生

徒は，たとえ男女ともに学業面で優れ，女性の場 合 STEM 分野への進路率が高かったと

しても，ジェンダー・ステレオタイプを内包化したまま社会参画する傾向があるという

ことである。このような男女別学がジェンダー・ステレオタイプを強化するという研究

は Halpern et  al .  (2011)に見られ，男女別学への批判を展開しているが，国内の調査は

まだ十分と言えず，今後も研究の蓄積が必須である。第二に，高校生の行動経済学的特

性は，男女差よりもジェンダー・ステレオタイプであるか否かが関係していた点である。

本研究でジェンダー・ステレオタイプであるか否かに着目して分析した結果，ジェンダ

ー・ステレオタイプである人ほど宿題後回し傾向があり，仕返しをすることなどの傾向

が明らかになった。これは，偏見，すなわちバイアスを持ちやすい人は，単純な男女差で

は測定できないことを意味している。どのような特性を持つ人が偏見や差別を持ちやす

いのかを検討していくことは，共生社会の観点から重要であり，本研究はその第一歩と

考える。  

 

以上の研究成果から導いた政策的含意は二つある。第一に，行動経済学的知見を生か

した成人以上への制度設計は高校生にも当てはめることができること，第二に，ジェン

ダー不平等（男女格差）を解消するための政策は，女性の科目選択や成績， STEM 分野

への進出を高めることを目指すのか，それとも男女の根強いジェンダー・ステレオタイ

プを弱化することを目指すのかで区別する必要があるということである。女性が男性と

同じものを望み，それが得られなければ不満であると解釈することや，男女別学のどち

らがいいのかという一義的な議論に終始するのではなく，より精緻に論じることを今後

の課題としたい。  

 

※この （様式２）に記入の成 果の公表を見合わせる 必要がある場合は、そ の理由及び差し控え期 間等  

を記入 した調書（Ａ４縦型横 書き１枚・自由様式） を添付すること。  



※ ホームページ等で公表します。（ 様 式 ３ ） 

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  

 

研究発表（研究によって得られた研究成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い場合は

主要なものを抜粋してください。なお、成果発表を確認できる資料を合わせて提出してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

 

④ 研究成果については，所属する経済教育学会の発行する『経済教育』（第38号）の査読付き論文に投稿し，現在査読審査中である。 

 https://jsee.ecoedu.jp 

 

 

 

https://jsee.ecoedu.jp/

